
　

平成２６年１２月１０日・１１日・１２日・１５日

順番 議席番号 質問方法 氏　　名 　　　　　　　　　　　　　　質　　　問　　　事　　　項

1 １番 分割 竹 村　貞 男  １　学校給食の食材の安全性を確保することについて

 ２　ブラック企業の根絶について

 ３　個人情報の漏洩防止について

 ４　コミュニティバスの停留場（若王寺口）の整備について

2 １５番 分割 田 中　　実  １　河川の浚渫工事について

 ２　甲賀市のスポーツの現状などについて

3 ４番 分割 片 山　　修  １　学校のあり方検討や他施設との複合化等について

 ２　人生設計から考える少子化対策について

 ３　外国人観光客の受け入れの促進について

4 ２５番 分割 中西　弥兵衞  １　史跡紫香楽宮跡整備活用事業実施に向けての取り組み方針を問う

 ２　市内小中学校における図書館（室）の充実と５市立図書館のさらなる充実について

5 ２１番 分割 白坂　萬里子  １　女性が輝く社会づくりの整備を

 ２　人口増につながる定住促進政策を

 ３　文化芸術に触れる機会の拡充を

6 １０番 分割 田 中　將 之  １　しがらきニュータウン内道路の市道認定について

 ２　消防団員確保の推進について

 ３　甲賀ブランドの現状と今後について

 ４　「創造都市ネットワーク日本」への参画と陶芸の森との連携について

 ５　地域おこし協力隊の取り組みについて

7 ７番 一問一答 林 田　久 充  １　人口減少社会における政策展開について

 ２　甲賀市公開事業評価の結果について

 ３　情報提供と説明責任について

8 ２４番 分割 辻　　重 治  １　農業農村振興について

 ２　市道の通行止め区間解除と橋梁長寿命化修繕の対応について

9 ２２番 分割 土 山　定 信  １　空き家利用対策について

 ２　東海道土山宿から水口宿の観光対策について

 ３　市道の区画線維持管理について

10 ２番 分割 谷 永　兼 二  １　地域防災の推進について

 ２　まち・ひと・しごと創生法に関して市の取り組み状況は

11 １２番 分割 田 中　新 人  １　甲賀市の緊急農業支援について

 ２　消防団員の確保対策について

 ３　水口西林口ニュータウンについて
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12 １１番 分割 森 嶋　克 已
 １　ヘリテージ・マネージャーの養成とヴォーリズ設計の旧滋賀銀行甲南支店の保存に
　　ついて

 ２　「みなくちこどもの森」の運営と甲賀市の自然環境での生き物について

 ３　甲賀市の臨時・嘱託職員の処遇について

13 ５番 一問一答 戎 脇　　浩  １　生きる力を育てる夢はぐくみ事業について

 ２　固定資産税の償却資産の扱いについて

14 ２６番 分割 橋 本　律 子  １　男女共同参画の更なる取り組みを

 ２　新しい地域支援のあり方と市の目指す仕組みづくりは

15 １８番 分割 山 岡　光 広  １　安心して老後が迎えられるように介護保険制度の充実について

 ２　介護激励金の充実について

 ３　医療的ケアが必要な子どもに対する対応について

 ４　医療的ケアが必要な養護学校児童の通学保障について

 ５　通学路の安全対策、特に歩道設置と市道陥没の緊急対応について

16 ９番 分割 小西　喜代次  １　地方創生法の本市への影響と対応を問う。

 ２　信楽高原鐵道運行再開に当たり、市の役割と課題を問う。

 ３　国道３０７号バイパスの開通に向けての課題を問う。

 ４　雲井小学校のグランド拡張の早期実現を求める。

17 １９番 分割 安 井　直 明  １　国の悪政のなか市民のくらしと新年度予算を問う

 ２　甲賀市が管理する公共用地の利活用について

 ３　地域市民センター等の今後について

 ４　旧東海道の松並木の管理と松枯れ等に対する効果的な予防対策は

18 １６番 分割 橋 本　恒 典  １　第７９回国民体育大会への取り組みについて

 ２　児童養護施設「鹿深の家」の現状について

19 ８番 分割 山 中　善 治  １　中山間地振興について（山林関係）

 ２　中山間地振興について（全体）

20 ３番 一問一答 竹 若　茂 國  １　甲賀市の財政状況について

 ２　道路整備計画について

 ３　人権・同和問題について

21 １３番 一問一答 森 田　久 生
 １　「地方創生」施策を「より早く」「より多く」享受する為に
　　～～甲賀市は今、何をすべきか？～～

22 ６番 分割 小 河　文 人  １　北方領土視察に参加して

 ２　主要地方道１２・１６号整備促進について

 ３　陶芸の森２５周年を迎えるにあたって


